
平成２２年度税制改正に伴う自動車重量税の変更について（H22.4.1から）

　Ｈ２２税制改正に伴う自動車重量税税率の基本的な考え方（フローチャート）　

　以下のフローによって、税率をご確認願います。

※　検査対象外軽自動車は、新税率を適用。(２回目以降の届出の際に「自動車重量税用軽自動車届出済証返納証明書」の提出がある場合は非課税)

　エコカー減税について　

　「エコカー減税制度」（Ｈ２１．４．１～２４．４．３０までの間における最初の検査時の特例）については、継続します。

　また、エコカー減税制度の適用を受ける場合も、軽減の対象となる税率が引き下がることに伴い負担が減少します。

　※エコカー減税制度及び減免の対象となる車両等につきましては、国土交通省ＨＰ（http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_fr1_000005.html）をご覧ください。

　「初度登録（又は初度検査）から１８年経過している」年数の考え方について　

　車両の種別により、１８年経過の考え方が異なりますので、ご注意願います。

　①　登録自動車及び小型二輪の場合
　　原則として、初度登録年月（小型二輪の場合は初度検査年月）から１７年１１箇月以後に自動車検査証の交付等を受ける場合、「１８年経過」となります。
　　　※平成５年４月に初度登録（小型二輪の場合は初度検査）を受けた車両の場合の例

Ｈ５．４ Ｈ６．３ Ｈ２２．３ Ｈ２３．３ Ｈ５．４に初度登録（又は初度検査）を受けた車両の適用日は、Ｈ２３．３．１。

起算月

　②　検査対象軽自動車（二輪を除く）の場合 ＃　当該事項は、政令で規定する予定です。内容については、現在検討中のため、今後変更される可能性があります。　＃

　　原則として、初度検査年から１８年を経過した年の１２月以後に自動車検査証の交付等を受ける場合、「１８年経過」となります。
　　　※平成５年に初度検査を受けた車両の場合の例

Ｈ５ Ｈ６ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ５に初度検査を受けた車両の適用日は、Ｈ２３．１２．１。

起算年

　初度登録(小型二輪の場合は初度検査)の際に自動車検査証の交付を受け
た「日」に関係なく、「当該交付年月から１８年経過する月の１日」以後に受ける
検査から適用されます。

　初度検査の際に自動車検査証の交付を受けた「月日」に関係なく、「当該交
付年から１８年経過した年の１２月１日」以後に受けた検査から適用されます。
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税率表では「次世代」の欄をご覧ください
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